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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年９月期第２四半期 1,812 14.6 210 19.2 212 20.7 131 25.5

2022年９月期第２四半期 1,581 7.8 176 △1.3 176 △0.6 104 △10.5

（注）包括利益 2023年９月期第２四半期 135百万円（17.9％） 2022年９月期第２四半期 115百万円（△5.6％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年９月期第２四半期 20.94 20.93

2022年９月期第２四半期 16.70 16.69

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年９月期第２四半期 3,153 1,909 59.3

2022年９月期 3,103 1,804 57.1

（参考）自己資本 2023年９月期第２四半期 1,869百万円 2022年９月期 1,773百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年９月期 － 0.00 － 7.00 7.00

2023年９月期 － 0.00

2023年９月期（予想） － 7.40 7.40

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期
3,600

～3,700

8.0

～11.0

280

～330

△28.7

～△16.0

280

～330

△30.0

～△17.5

170

～200

△28.0

～△15.3

27.09

～31.87

１．2023年９月期第２四半期の連結業績（2022年10月１日～2023年３月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有
２．配当予想の修正については、本日（2023年５月８日）公表いたしました「通期連結業績予想及び期末配当予想

の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
３．当社は定款において第２四半期末日及び期末日を配当基準日と定めており、配当方針としては期末配当の年１

回を基本的な方針と定めております。

３．2023年９月期の連結業績予想（2022年10月１日～2023年９月30日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有
２．業績予想の修正については、本日（2023年５月８日）公表いたしました「通期連結業績予想及び期末配当予想

の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
３．2023年９月期の連結業績予想については、レンジ形式により開示しております。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年９月期２Ｑ 6,372,415株 2022年９月期 6,372,415株

②  期末自己株式数 2023年９月期２Ｑ 88,680株 2022年９月期 111,580株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年９月期２Ｑ 6,268,002株 2022年９月期２Ｑ 6,263,246株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料P.10「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　（４）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。



１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 3

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 4

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 5

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 5

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 7

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 7

四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 8

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………… 9

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 10

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 10

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 10

（会計方針の変更）…………………………………………………………………………………………………… 10

（追加情報） ………………………………………………………………………………………………………… 10

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 11

（重要な後発事象） ………………………………………………………………………………………………… 11

○添付資料の目次

- 1 -

株式会社イルグルム（3690）　2023年９月期第２四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種の進展や経済活動

の改善により、足元の景況感については改善がみられましたが、急速な金融引き締め等による景気後退懸念が高ま

っていることから、依然として国内外における経済先行きは不透明な状態が続いております。

一方、当社グループが事業を展開している国内のインターネット広告市場については、社会のデジタル化を背景

に2022年のインターネット広告費は前年比114.1％の3兆912億円（株式会社電通「2022年日本の広告費」）と継続

的に高い成長率を維持しており、総広告費に占める割合も43.5％まで拡大しております。

また、当社グループのもう一つの対面市場であるEC市場については、2021年国内BtoC-EC市場規模は前年比

107.4％の20.7兆円となりました。分野別では、物販系分野に関して前年比108.6％と伸長しており、物販系分野に

おけるEC化率についてもBtoC-ECで8.8％（前年比0.7ポイント増）と伸長しております。BtoB-EC市場におけるEC化

も35.6％（前年比2.1ポイント増）と増加傾向にあり（いずれも経済産業省「令和３年度電子商取引に関する市場

調査報告書」）、国内のEC市場規模拡大は継続しております。

このような事業環境の下、当社グループは、データとテクノロジーによって世界中の企業によるマーケティング

活動を支援し、売り手と買い手の幸せをつくる企業を目指して事業展開を行っております。当第２四半期連結累計

期間においては、前期中の新規連結子会社による業績貢献が期首から発生することから増収増益となり、売上高

1,812,165千円（前年同期比14.6％増）、営業利益210,266千円（前年同期比19.2％増）、経常利益212,655千円

（前年同期比20.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益131,277千円（前年同期比25.5％増）となりまし

た。

　セグメントごとの経営成績は以下のとおりとなりました。

（マーケティングプラットフォーム事業）

当事業は、インターネットにおける消費者行動を横断的に測定し、マーケティングに活用するためのクラウドサ

ービスを提供する事業であります。当事業では、中期戦略としてマーケティング・トランスフォーメーション・プ

ラットフォーム戦略（MXP戦略）を掲げ、「アドエビス」を中心とする既存サービスを安定基盤としつつ、新サー

ビスの複数展開により総合マーケティングDX支援企業集団へ進化し、LTV（ライフタイムバリュー）を最大化する

ことを目指しております。提供しているサービスは広告効果測定プラットフォーム「アドエビス」を主力サービス

とし、分析レポート自動作成サービス「アドレポ」を提供する広告代理店向けプラットフォームビジネスや、マー

ケティングに関するソリューションパートナーを紹介するマーケティング特化型マッチングプラットフォーム「ア

ドフープ」、その他クリエイティブ領域等のマーケティング成果向上を目的とした新サービス開発にも取り組んで

おります。

当第２四半期連結累計期間においては、広告媒体の計測データを自動取得する「アドエビス・シンク」について

広告代理店手数料の設定を行う機能を開発し、広告運用・効果測定業務の効率化・高速化の支援を実現いたしまし

た。また、最新のCookie規制に対応した正確なデータ計測を実現する「1st Party Cookieプログラム」のリリース

を行いました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,493,471千円（前年同期比5.2％増）、セグメント利益は

157,534千円（前年同期比10.3％増）となりました。なお、当第２四半期連結累計期間の売上高には、2022年１月

31日に連結子会社化したファーエンドテクノロジー株式会社の売上高が含まれております。

（商流プラットフォーム事業）

当事業は、EC構築のためのオープンプラットフォーム「EC-CUBE」及びEC構築からマーケティング支援までのEC

ソリューションを提供する事業であります。「EC-CUBE」はフリーミアムモデルのオープンソース・パッケージと

して提供しており、EC事業者のインフラ整備や売上向上に貢献する一方、「EC-CUBE」と連携する各種サービス

（決済代行等）の提供事業者から決済手数料収入を得るというエコシステムを構築しております。また、このオー

プンソース版「EC-CUBE」を用いたEC構築・運用支援領域にも参入し、従来のプラットフォーム開発からEC構築・

運用支援までの垂直統合モデルのビジネスを展開しております。

当第２四半期連結累計期間においては、EC-CUBEで構築されるECサイトのセキュリティを強化するため、EC-CUBE

のカスタマイズやプラグイン開発におけるセキュアなコーディング基準を定めた「EC-CUBEセキュアコーディング

ガイド」を公開いたしました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は322,821千円（前年同期比100.3％増）、セグメント利益は

54,449千円（前年同期比61.8％増）となりました。なお、当第２四半期連結累計期間の売上高には、2022年５月31

日に連結子会社化したボクブロック株式会社の売上高が含まれております。
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（２）財政状態に関する説明

①　財政状態

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は1,982,805千円となり、前連結会計年度末に比べ148,757千円増

加いたしました。これは主に、現金及び預金が87,218千円増加したことや、EC構築領域の受託開発案件に係る契約

資産が53,214千円増加したことによるものであります。

また、固定資産は1,171,010千円となり、前連結会計年度末に比べ98,605千円減少いたしました。これは主に償

却によりのれんが61,112千円減少したことや繰延税金資産が22,995千円減少したことによるものであります。

この結果、総資産は3,153,816千円となり、前連結会計年度末に比べ50,151千円増加いたしました。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は957,783千円となり、前連結会計年度末に比べ74,414千円増加

いたしました。これは主に未払金が41,216千円、未払法人税等が19,212千円それぞれ増加したことによるものであ

ります。

また、固定負債は286,305千円となり、前連結会計年度末に比べ129,545千円減少いたしました。これは約定返済

により長期借入金が129,545千円減少したことによるものであります。

この結果、負債合計は1,244,088千円となり、前連結会計年度末に比べ55,131千円減少いたしました。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は1,909,727千円となり、前連結会計年度末に比べ105,282千円増加

いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益の計上131,277千円による利益剰余金の増加及び剰

余金の配当43,825千円による利益剰余金の減少等によるものであります。

この結果、自己資本比率は59.3％（前連結会計年度末は57.1％）となりました。

②　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ76,748千円増加（前年同期は231,724千円減少）し、1,336,496千円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローについては、356,255千円の収入（前年同期比152.3％増）となりました。主

な増加要因は減価償却費91,973千円（前年同期比1.8％増）や税金等調整前四半期純利益208,197千円（前年同期比

18.1％増）の計上等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローについては、99,806千円の支出（前年同期比45.4％減）になりました。これ

は主に、自社開発ソフトウェアの計上等の無形固定資産の取得による支出79,948千円（前年同期比2.2％増）によ

るものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローについては、178,270千円の支出（前年同期比8.5％減）になりました。これ

は主に、長期借入金の返済による支出133,324千円（前年同期比19.6％増）及び配当金の支払額43,694千円（前年

同期比33.7％増）によるものであります。
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金額 対前期増減率
（参考）

前期連結実績

売上高

百万円

3,600～3,700

％

8.0～11.0

百万円

3,334

営業利益 280～330 △28.7～△16.0 392

経常利益 280～330 △30.0～△17.5 399

親会社株主に帰属する当期純利益 170～200 △28.0～△15.3 236

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

①　通期連結業績予想の修正について

最近の業績動向を踏まえ、現時点で入手可能な情報に基づき、通期の連結業績予想を以下のとおりといたしま

す。

当第２四半期連結累計期間の売上高は、マーケティングプラットフォーム事業のインキュベーション領域及び商

流プラットフォーム事業のEC構築・運用支援領域の拡大を主因に前年同期比14.6％増の1,812,165千円、営業利益

は前年同期比19.2％増の210,266千円で着地いたしました。

しかしながら、マーケティングプラットフォーム事業の主力サービスである「アドエビス」の上期売上高につい

ては、昨今の3rdPartyCookieの規制に伴って大手媒体の寡占化が進むなど、メディア環境の変化に伴い、新規獲得

が想定を下回る推移となったため、通期連結売上高は期初計画を下回る見込みとなります。

利益面につきましては、利益率の高い主力サービスである「アドエビス」の売上高減少がダイレクトな影響を与

えるため、通期連結営業利益は期初計画から減少し、前期比で減益となる見通しであります。

以上の理由から、2023年９月期通期連結業績予想につきましては、売上高および各利益項目を上記の通り修正さ

せていただきます。

主力の「アドエビス」を含む広告効果測定領域の今後の戦略といたしましては、新サービスとして低単価のポス

トCookieソリューションのリリースを下期に予定しており、「アドエビス」とのシナジーによる相乗効果で顧客獲

得を推進してまいります。

また、戦略的に注力していく領域としては、商流プラットフォーム事業のEC構築・運用支援領域と、マーケティ

ングプラットフォーム事業において下期を目途にローンチ予定のマーケティングプロセス支援領域としており、既

存リソースを最大限に活用しつつ、今後の成長に向けた投資強化を継続してまいります。

なお、通期連結業績予想のレンジ形式における下期連結業績の前提条件としては、上限値：「アドエビス」の新

規獲得が期初計画通りに伸長し、EC構築・運用支援領域において期初計画を上回る売上が発生した場合。下限値：

「アドエビス」の新規獲得が上期程度にとどまり、EC構築・運用支援領域の売上が期初計画通りとなった場合の予

測値となります。また、下期にリリース予定のポストCookieソリューション及びマーケティングプロセス支援領域

の売上は業績予想に含んでおりません。

②　配当予想の修正について

当社は、将来の事業展開のための投資と健全な財務体質を維持するために必要な内部留保を確保したうえで、連

結株主資本配当率（ＤＯＥ）2.5％を目安に、安定的かつ継続的な利益配分を行うことを基本方針としておりま

す。

当期（2023年９月期）の配当予想については、上記のとおり親会社株主に帰属する当期純利益は開示していた通

期業績見通しを下回ることとなったため、期末連結株主資本は計画よりも減少することとなりました。つきまして

は、上記配当方針に従い、１株当たりの期末配当予想を7.8円から7.4円に減額修正することといたしました。

※本資料に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を

含んでおります。実際の実績等は、業況の変化等により上記予想数値と異なる場合があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,320,598 1,407,816

受取手形及び売掛金 411,316 406,227

契約資産 － 53,214

前払費用 97,917 106,990

その他 6,243 11,036

貸倒引当金 △2,026 △2,479

流動資産合計 1,834,048 1,982,805

固定資産

有形固定資産

建物 71,305 71,305

減価償却累計額 △48,645 △50,018

建物（純額） 22,660 21,286

工具、器具及び備品 237,725 246,006

減価償却累計額 △195,557 △203,399

工具、器具及び備品（純額） 42,167 42,607

有形固定資産合計 64,827 63,893

無形固定資産

のれん 484,049 422,936

ソフトウエア 408,502 402,947

ソフトウエア仮勘定 23,471 21,351

その他 17,275 16,361

無形固定資産合計 933,298 863,596

投資その他の資産

投資有価証券 53,404 52,523

長期前払費用 31,887 31,887

繰延税金資産 95,029 72,033

差入保証金 81,381 77,504

その他 13,262 13,505

貸倒引当金 △3,476 △3,935

投資その他の資産合計 271,489 243,519

固定資産合計 1,269,616 1,171,010

資産合計 3,103,664 3,153,816

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 14,055 31,303

短期借入金 250,000 250,000

１年内返済予定の長期借入金 239,885 236,106

未払金 205,964 247,181

未払法人税等 34,920 54,132

預り金 40,171 44,888

契約負債 60,821 53,932

賞与引当金 37,551 37,963

受注工事損失引当金 － 2,148

その他 － 127

流動負債合計 883,369 957,783

固定負債

長期借入金 394,188 264,643

資産除去債務 21,662 21,662

固定負債合計 415,850 286,305

負債合計 1,299,219 1,244,088

純資産の部

株主資本

資本金 318,065 318,065

資本剰余金 418,063 411,175

利益剰余金 1,137,906 1,221,484

自己株式 △120,795 △95,402

株主資本合計 1,753,239 1,855,323

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 20,286 13,725

その他の包括利益累計額合計 20,286 13,725

非支配株主持分 30,919 40,678

純資産合計 1,804,444 1,909,727

負債純資産合計 3,103,664 3,153,816
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
　至　2022年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年10月１日
　至　2023年３月31日)

売上高 1,581,232 1,812,165

売上原価 512,698 681,969

売上総利益 1,068,534 1,130,195

販売費及び一般管理費 892,080 919,928

営業利益 176,453 210,266

営業外収益

受取利息及び配当金 201 2,498

投資有価証券評価益 2,285 －

持分法による投資利益 1,319 1,393

その他 578 3,202

営業外収益合計 4,385 7,094

営業外費用

支払利息 2,831 2,211

為替差損 1,412 －

投資有価証券評価損 － 2,274

その他 361 219

営業外費用合計 4,604 4,705

経常利益 176,234 212,655

特別損失

減損損失 － 4,458

特別損失合計 － 4,458

税金等調整前四半期純利益 176,234 208,197

法人税、住民税及び事業税 50,387 42,912

法人税等調整額 18,166 22,995

法人税等合計 68,554 65,908

四半期純利益 107,680 142,289

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,108 11,011

親会社株主に帰属する四半期純利益 104,572 131,277

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
　至　2022年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年10月１日
　至　2023年３月31日)

四半期純利益 107,680 142,289

その他の包括利益

為替換算調整勘定 7,447 △6,560

その他の包括利益合計 7,447 △6,560

四半期包括利益 115,127 135,728

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 112,019 124,716

非支配株主に係る四半期包括利益 3,108 11,011

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
　至　2022年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年10月１日
　至　2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 176,234 208,197

減価償却費 90,377 91,973

のれん償却額 49,460 61,112

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,860 447

貸倒引当金の増減額（△は減少） 312 911

受取利息及び受取配当金 △201 △2,498

支払利息 2,831 2,211

受注損失引当金の増減額（△は減少） － 2,148

減損損失 － 4,458

持分法による投資損益（△は益） △1,319 △1,393

投資有価証券評価損益（△は益） △2,285 2,274

売上債権の増減額（△は増加） △7,536 3,711

契約資産の増減額（△は増加） － △53,214

前受金の増減額（△は減少） 10,878 －

契約負債の増減額（△は減少） － △6,888

前払費用の増減額（△は増加） △2,021 3,098

未払金の増減額（△は減少） △58,875 42,137

その他 15,059 21,631

小計 270,052 380,319

利息及び配当金の受取額 200 317

利息の支払額 △2,794 △2,310

法人税等の支払額 △126,280 △22,070

営業活動によるキャッシュ・フロー 141,178 356,255

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △50,575 △14,459

有形固定資産の取得による支出 △12,637 △9,166

無形固定資産の取得による支出 △78,240 △79,948

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
△40,747 －

差入保証金の差入による支出 △487 －

その他 △133 3,769

投資活動によるキャッシュ・フロー △182,822 △99,806

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 50,000 －

長期借入金の返済による支出 △111,486 △133,324

自己株式の取得による支出 △100,023 －

自己株式の売却による収入 1,014 －

配当金の支払額 △32,688 △43,694

非支配株主への配当金の支払額 △1,669 △1,252

財務活動によるキャッシュ・フロー △194,852 △178,270

現金及び現金同等物に係る換算差額 4,771 △1,431

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △231,724 76,748

現金及び現金同等物の期首残高 1,391,750 1,259,748

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,160,025 1,336,496

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　2023年１月20日開催の取締役会決議に基づき、譲渡制限付株式報酬として自己株式を23,600株処分いたしまし

た。この結果、当第２四半期連結累計期間において資本剰余金が6,887千円、利益剰余金が3,874千円減少し、自

己株式が25,393千円減少しております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27‐

２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適

用することといたしました。時価算定会計基準適用指針は、投資信託の時価の算定及び注記に関する取扱い並び

に貸借対照表に持分相当額を純額で計上する組合等への出資の時価の注記に関する取扱いを定めたものでありま

す。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り）

　前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の影響に関する仮定に

ついて重要な変更はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書

計上額
マーケティング

プラット
フォーム

商流プラット
フォーム

計

売上高

外部顧客への売上高 1,420,031 161,201 1,581,232 － 1,581,232

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － －

計 1,420,031 161,201 1,581,232 － 1,581,232

セグメント利益 142,803 33,650 176,453 － 176,453

（単位：千円）

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書

計上額
マーケティング

プラット
フォーム

商流プラット
フォーム

計

売上高

顧客との契約から生じる収益 1,492,463 319,701 1,812,165 － 1,812,165

その他の利益 － － － － －

外部顧客への売上高 1,492,463 319,701 1,812,165 － 1,812,165

セグメント間の内部売上高又

は振替高
1,008 3,120 4,128 △4,128 －

計 1,493,471 322,821 1,816,293 △4,128 1,812,165

セグメント利益 157,534 54,449 211,983 △1,716 210,266

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自　2021年10月１日　至　2022年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（注）　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

「マーケティングプラットフォーム事業」セグメントにおいて、2022年１月31日付でファーエンドテクノロジ

ー株式会社の株式を取得して子会社化いたしました。当該事象によるのれんの増加額は、当第２四半期連結累計

期間においては77,026千円であります。

当第２四半期連結累計期間（自　2022年10月１日　至　2023年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去4,800千円及びのれん償却額△6,516千円であり

ます。

２．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

「マーケティングプラットフォーム事業」において、アドエビスの管理画面リニューアルに伴い一部機能の提

供を終了することを決定したことにより、当該機能に係るソフトウェアについて減損処理を行い、減損損失

4,458千円を計上しました。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

- 11 -

株式会社イルグルム（3690）　2023年９月期第２四半期決算短信


	サマリー情報
	○添付資料の目次
	１．当四半期決算に関する定性的情報
	２．四半期連結財務諸表及び主な注記
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	（四半期連結損益計算書）
	（第２四半期連結累計期間）

	（四半期連結包括利益計算書）
	（第２四半期連結累計期間）


	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項
	（継続企業の前提に関する注記）
	（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
	（会計方針の変更）
	（追加情報）
	（セグメント情報等）
	（重要な後発事象）



